
�� 

�� ᆅ௘့Ơƀƀǀ人権ड༎

�ǞȔȋ�౤ƞƷのᆅ௘�学校bੱධࡿのዂআ�

みなさんは、このようなᚕᓶで܇どもをද意したことはありませんƔ。「上ޗきを៊むこと」「੉ಅ中

にއ჈りをすること」「部活動にஹないこと」などについて、「（܇どもが）फい」「なんで࢘たりЭの

ことができないのƔ」とൿめつけてはいないでしǐうƔ。 

もしƔしたら、܇どもたちは、わたしたちが気づいていない࣬いをৼえているƔもしれません。 

  

  

このように、܇どもたちがৼえる࣬いのᏑ୎には、「܇どものᝢ׉」があるのƔもしれないとे΂して

みます。「ᝢ׉」という自分ではどうしようもできない状況にある܇どもたちのपみ、࣬いを知り、学校、

教職員としてできることを考え、支えていƔなければなりません。 

 そのためには、ܼࡊの状況、その中で܇どもたちがどのように୥らしているのƔ、その現実を正しく理

解しようとするとこǖƔらڼめましǐう。 

Ғ ᆅ௘にƙŹƛཐǀƈƝ 
2020年（令和Წ年�月）にπᘙされた׎ൟ生活基ᄽᛦ௹（ҽ生і΁省）によると、20��年の܇ど

ものᝢྙ׉（èᲫ）は�3�ᲯᲟ、およそᲱ人にᲫ人の܇どもが平ר的な生活水แのҞ分ˌ下で୥らして

いることになります。また、相ݣ的ᝢྙ׉の���４Ჟ、܇どもがいる現ࢫɭ࠘のɭ࠘員でみると�2���

であり、さらにそのうちのおよそҞૠ�����がひとりᚃɭ࠘であることも大きなբ᫆となっています。

このことƔら、ଐ本のᝢ׉բ᫆は深ЦであることがわƔります。 

神ډ߷Ⴤが行った܇どもに係る支ੲや相ᛩにઃわる方をݣᝋにした「܇どものᝢ׉に関する意識ᛦ௹」

（20��年）によると、ᝢ׉の状況にある܇どもが׉ᩊをৼえていると感じていることは、「心៲の発

達に必要な生活習ॹや᫢ʙの੩̓がされていない」が ����Ჟでஇもٶく、次いで「学習についていけ

ない」が ����Ჟ、「自ࠁᏉ定感・自尊感ऴが˯い」が����Ჟと、およそ�лの方がׅሉしています。

 （Ძ׋）

このことƔら分Ɣるᝢࡊܼ׉の状況として、̊えば、ᚃが深ٸまでˁʙをし、ܼに࠙れない、࠙って

Ɣらも၅れƔらすƙに˞むという生活の場合、Ǆとんど܇どもƩけでᢅƝさなくてはいけなくなり、基

本的な生活習ॹを៲につけられないばƔりƔ、ᚃとǳȟȥȋǱーシȧȳを取るೞ会がถってしまうこと

が考えられます。ǳȟȥȋǱーシȧȳは成ᧈᢅᆉにおいて重要な要እです。ᚃに相ᛩしても受け止めて

»զඑጨ֌֭֊֊֧ב၃ֿ֭֮Ւ֔֩׀׃փՓէ 

»զ೨઄ཨ੍֪ኂ֔֩׀׃֭֮׊֘׉փՓփׁׂ֣֗֩փ֊Փէ 

»զ֨օ֖֥ᆪঊ၌֪጖֩փ֭iቚ႘Ւֽ֪֗׀ౄइ֖֩֔փՓէ 

こんな経᬴ありませんƔᲹ

{զඑጨ֌֮൚֔֎֢֥֩い׈֊׊Ւጨ֩֐いՓ 

։ሀ֪֮֔גସև֩いՓ։ሀ֮֔ג။֎の֪ยࡴ჏֖֟Փէ 

{զᇭ੫֖֞いਂಏ֮֠ց׊Փኻ֮Ւ։ᆙ֔גが਀֢֥֎ֽ֦׊Ւ 

࿏֧቗֪֣֮֓בג֎֢֥։ᆭᎎׁ֪ႚ֥׋Ւ๞༙֢֥֖֥֟い׊の֪Փէ 

{զᆪঊ၌֪பׁ׊֐の֩׈ப֌֞いՓ 

ׁ֦Ւמ؊؀؛՛ؕ׃ዿભがოև֩い֊׈Ւᎉ೺ׁ֦֌֩いׇՓէ 

፯և֯Ւ֒֩ג౩փבሎև֥փ׊ईႷตׁՔՔՔ 

 օ׌ः֧֮֟֒׊֌֦֪֖֠֞֞׎
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もらえなƔったり、相ᛩしたいことがあっても、ᚃを気ᢔって相ᛩできƣにいたりとܔ཯感を深めてい

くことも考えられます。 

そうしたܼࡊの中で生活している܇どもにݣして学校で教職員が、ϔ᪽に示したようなݣ応をしたと

したら、܇どもは「自分は人とᢌう」とƔ、「大人はどうせわƔってくれない」といった気持ちƔらԗ

 。へのɧ̮感をもつことにつながります׊

また、「ѠࢍがわƔらない」「教えてǄしい」と࣬ってもᛡƔに᫂ることができないので、ܿ᫆をす

る習ॹも៲につƔないなど学力˯下につながったり、「ٹをӬえたい」と࣬っても、進学ができƣ、ݩ

ஹのᢠ৸Ꮓがᨂ定されてしまったりといったͼ向があり、ܼࡊの状況によって教育఍ࠀが生まれてしま

っています。（「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣ׉ሊ推進計画」2020年） 

こういった状況は、その܇どもがᚃになってƔらもࢨ᪪し、ᝢ׉はᡲᦋすると考えられています。

「ᝢ׉のᡲᦋ」とは、˯৑ࢽɭ࠘の܇ども達がݩஹ˯৑ࢽ者になるӧᏡ性が᭗く、ᝢ׉Ɣら৷けЈすこ

とができないことをさします（׋Წ）。これをૺち切るためには、܇どもやそのᚃのᝢ׉にݣして、

「自ࠁᝧ˓Ʃ」とૺじるのではなく、ᛡもが社会状況の٭化によっては、ᝢ׉にᨋるүᨖ性があると認

識することが大切です。また、自ࠁᝧ˓ᛯは「ೞ会の平等」があってИめて成り立つ理ᛯです。人は生

まれた଺Ɣら、生活環境、経ฎ的˷ᘽ、᫢ʙ、教育、など様々な要እが平等ではありません。܇どもの

ᝢ׉のᡲᦋをૺち切るには、「社会全体で解ൿしていく」という意識を持ちዓけることが重要とᚕえま

す。܇どもたちの現状Ɣら、இも៲ᡈな支ੲೞ関である学校、教職員ができることを考えましǐう。

（èᲬ） 

  

（è�）相ݣ的ᝢྙ׉とは、生活状況が自分の৑ޓする社会の大ٶૠよりも、相ݣ的にᝢしい状

態にある人のл合をさす。具体的には、ɭ࠘の৑ࢽが、その׎の等価ӧϼ分৑ࢽの中ځ値のҞ

分に฼たないл合になる。1'%&の基แによると、相ݣ的ᝢ׉の等価ӧϼ分৑ࢽは、�2�ɢό

ˌ下（20��年଺ໜ）である。 

（èᲬ）「ᝢࡊܼ׉ƩƔらこうなるにちがいない」とൿめつけ、͞ᙸや׍定ᚇ念をもってしまう

ことは、さらに「ᝢ׉のᡲᦋ」を助ᧈさせることにもつながることを意識してくƩさい。

�෨Ĩ��

�෨ĩ��
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ғ 学校のዂআƝƤ⿤ວৼにႾ࠶ƌb౫࣍にƙƟƇǀƈƝ⿤

   

{ָ֥֭֘ੱධ֦ࡿ౤ׁ֭֨ภঊგ૤בႾ֖࠶Ւຎද࿨֪໴ࣤ֘׊ 

 ・ଐƝǖƔら人権に関するǢȳȆȊを᭗くし、܇どものᙸせる٭化をᙸᢅƝさない 

 ・ऴإ共ஊ方法の確認（職員会ᜭ、学年会ᜭ、+%6 の活ဇ等） 

 ・必要に応じて関係教職員等でǱーǹ会ᜭを行い、支ੲのための方針を立てる 

   

                    

チーム学校（ケース会議）

{೰ॺ׃ൃ࣍ൕॺઞ့֪֣փ֥֭ගሇ࿓੝ู֧ઇ࿨֩ฤ֊֐ 

 ・生活Ꮡ୎を៊まえ、受けられる支ੲについては必ƣऴإ੩̓する 

 ・支ੲを受けることは܇どもの学ƿ権利をܣるためのǻーȕȆǣȍȃトであることをˡえる 

⇒生活׉ᇀ者自立支ੲ制度ȝーǿȫǵǤト

⽣活困窮者⾃⽴⽀援法に基づき、市や県（町村所管）に専⾨の相談窓⼝を設け、⽣活に関わる様々
な困りごとの相談に応じています。（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらいޅ 福ᅍ部生活ੲ護ᛢ）

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�T�Y�EPV�H�30��0�KPFGZ2�JVON） 

          「生活׉ᇀ者自立支ੲ制度ȝーǿȫǵǤト」ʚ次Ψǳーȉą 

{৘૒৿৘֧֭ගሇ੢ዛՒᎌૢ 

 児童養護଀設とのᡲઃ、ޅထ஭福ᅍ部ࠊǻȳǿー（児童相ᛩ৑）やࡊどもܼ܇・ 

 とのᡲઃ؏ע・ 

（ൟ生ۀ員とᡲઃする、܇ども᫢ؘ等އ場৑づくりの取組を৭੮し、つながっておく 等）

ą܇どもݦဇ 人権・܇どもțȃトȩǤȳについてのƝక内（܇どもܼࡊǻȳǿー等） 

 。どもƔらの人権に関わるようなपみの相ᛩを受けます܇

（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらい܇ ޅどもみらい部܇どもܼࡊᛢ） 

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�JG��TKIJVU�QH�EJKNFTGP�JQVNKPG�EJKNFTGP�JVON）

 ʚ次Ψǳーȉą「どもțȃトȩǤȳ܇・ဇ 人権ݦども܇」

ą܇どものއ場৑ȝーǿȫǵǤト ƔながわǹȞǤȫȆーȖȫ

 。をまとめたȝーǿȫǵǤトですإや支ੲऴ（ども᫢ؘ܇）場৑އどもの܇ 

（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらい܇ ޅどもみらい部次ɭˊ育成ᛢ） 

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�U[��EPV�H�3��2��R�22�0�3�JVON） 

 ʚ次Ψǳーȉą「場৑ȝーǿȫǵǤト ƔながわǹȞǤȫȆーȖȫއどもの܇」

ЈχᲴ大᧵ࡅ教育ǻȳǿー人権教育ᄂᆮܴ 人権教育ȪーȕȬȃト「܇どものᝢ׉Ĭ」ોᚖ༿ 2022 年 

気づき 情報共有・対応の検討 対応

ਃ˓ 

養護教᛼ 

部活動᫑բ 

教科ਃ࢘者 

ʙѦ職員 

  ௿養職員 等

ሥ理職 

学年教職員等 559 

人権教育ਃ࢘者 

進ែ指導・ڜ学᣿ਃ࢘者 

5% 

児童・生徒指導ਃ࢘者 

 どもへの支ੲ܇

 への΁きƔけࡊܼ

教育ۀ員会とのᡲઃ 

 部ೞ関等とのᡲઃٳ
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ᝢࡊܼ׉の܇どもたちが、自分のݩஹにࠎ望をもてる社会を実現し、一人ひとりの܇ども自៲が幸せ

を実感できるようにすることが求められています。 

神ډ߷Ⴤでは、幸せを体現するものを「ᇰい」ととらえ、「܇どもたちのᇰいあƾれるƔながわ」を

めざし、一人ひとりの܇どもにბ目し、܇どものȩǤȕǹȆーǸにもᙻໜをあてて、取組みを進めてい

ます。

「ᝢ׉のᡲᦋ」をૺち切るためには、ȩǤȕǹȆーǸにおいて、学校がௐたすࢫлは重要です。学校

に܇どもたちの「ᇰい」があƾれるように、「（܇どもたちの生活Ꮡ୎を）ଔ஖に৭੮し、支ੲにつな

ƛること」を第一に考え、ЭのȚーǸを参考にして、学校としての支ੲ体制をನሰしましǐう。 

Ҕ ࡊ඾ƜƂǀ人৖৘૒Ɓ�ᆅ௘のᎌ௳�ǇཉƖโǀ 

 ᝢ׉Ɣら「᪴ࢌってもどうせうまくいƔない」とݩஹにࠎ望をもてなƔったり、ԗ׊のӐƩちとൔ᠋し

て自分たちの生活やܼଈをԁ定的にਵえて、人間関係をሰけなƔったりする܇どもがいます。これをど

のようにોծし、望ましい人間関係をつくっていくƔを考えると、人とのƔƔわりを学ƿ場として、学

校のௐたすࢫлは大きいといえます。

人間関係をሰく基盤にあるのは̮᫂関係です。そしてそれは教職員と܇ども、܇どもӷٟのƔƔわりを

通してሰƔれていくものです。どのような場合であっても、「έ生は、自分のことを理解しようとして

くれる」「受けλれようとしてくれる」「一ደに考えようとしてくれている」というܤ心感が、܇ども

の大きな支えになります。教職員が、一人ひとりの܇どもはがƔけがえのない存在であるという認識を

もち、よさを認めながら܇どもとƔƔわっていくことが大切です。 

これらのことは、ᝢ׉にᒊしんでいる܇どもたちにᨂらƣ、全ての܇どもたちにあてはまることです。

まƣは教職員がȢȇȫになり、܇どもの理解を深めると共に、܇どもたちにภƔいᚕᓶをƔけていくこ

とで、܇どもたちは、܇どもӷٟのƔƔわり方を学び、ݲしƣつ人間関係をሰく力を育んでいくのでは

ないでしǐうƔ。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「20��年׎ൟ生活基ᄽᛦ௹」 ҽ生і΁省（20��年） 

 Ⴤ（20��年）߷ډ神 「௹に関する意識ᛦ׉どものᝢ܇」

「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣ׉ሊ推進計画202Ც�202�」 神ډ߷Ⴤ（2020年） 

人権教育ȪーȕȬȃト「܇どものᝢ׉Ĭ」ોᚖ༿ 大᧵ࡅ教育ǻȳǿー人権教育ᄂᆮܴ（2022年） 

「学級・țーȠȫーȠਃ˓のための教育相ᛩ第��集 人間関係をሰく力を育てるために」 

௾ஙჄዮ合教育ǻȳǿー（200�年）

 ഽにशଂపǇணŽǀࡴ
౤ƞƷのਂಏƖǇ೥Ɔ౱ƶǀ 

ᎭƌƹƎŹᇋਂࡗづくり 

あなたはƔけがえのない存
在である、あなたのᛅを「Ꭾ
いている」というȡȃǻーǸ
をᚕᓶや態度にこめてᡉして
いくと、܇どもはܤ心してᛅ
せるようになる。 

どものᛅを一方的に「৤܇
Й」したり「ᚸ価」したり、
さらには「ࣙԓ」したりせ
ƣ、܇どもの気持ちを受け止
め、また、それにݣする自分
の気持ちをእ直に܇どもにˡ
える。 

どもが˴をしたらよいの܇

Ɣ解ൿのነӝがつƔめƣ׉っ

ている଺に、܇どもをᝧめた

りするのではなく、相৖に݃

りชい、具体的なឋբをしな

がら一ደに解ൿሊを考える。 

ଵఓ֊׈൙጖֪֥֢֞׎Ւָ֥֭֘౤ׁ֨֞֠֋ኄ׃৵ሰבಏ֥׊ೂवב  

ಲଵ֖Ւ౤ׁ֭֨֞֠ർփցִ׊׋֊֩֋ֽ֖֘֕׀ב׎ 

「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣ׉ሊ推進計画」（2020 年） 
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